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「BY BLUE」とは、琵琶湖（BIWAKO）・淀川（YODOGAWA）を青く（BLUE）美しく、という願いから名付けました。

（財）琵琶湖・淀川水質保全機構は、淀川水系における河川・湖沼水の水質浄化技術及びこれに関連する技術に関する研究開発、水質浄化事業の支援等を行うことに
より、淀川水系の水質保全に寄与し、もってうるおいのある地域社会の形成と関係住民の生活環境の向上に資することを目的としています。
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〒540-6591　大阪市中央区大手前1丁目7番31号大阪マーチャンダイズ・マート（OMM）ビル13階
TEL.06-6920-3035　FAX.06-6920-3036
ホームページアドレス http://www.byq.or.jp/
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㈱ 修成建設コンサルタント、帝人エコ・サイエンス㈱、㈱東京建設コンサルタント関西支店、㈱西日本技術コンサルタント、
㈱日建設計シビル、㈱ニュージェック、パシフィックコンサルタンツ㈱大阪本社

（財）琵琶湖・淀川水質保全機構賛助会員（50音順） 計12社（平成22年3月1日現在） 

この冊子は再生紙を
使用しています。

　財団法人琵琶湖･淀川水質保全機構　機関誌｢BY BLUE｣は、平成10年1月の創刊

以来、琵琶湖･淀川流域並びに水需給区域の水環境に関する情報、トピックスやBYQ

の活動状況について、流域にお住まいの皆様にわかりやすくご紹介することを目的

に年2回の発行を続けて参りましたが、発行の目的も一定達せられたことから、本号

（26号）をもって発行を終了することとなりました。ご愛読いただいた皆様、執筆にご

協力いただいた皆様に深く感謝申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　

　突然のおしらせで、ご愛読いただきました方々にはご迷惑をおかけしますが、ご理

解いただきますようお願いいたします。なお、本誌のバックナンバーについては、当機

構のホームページに掲載しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

発行終了のおしらせ
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三輪地方三輪地方
桜井市

奈良市

天理市

作
地
帯
で
最
上
質
の
小
麦
が
採
れ

ま
し
た
。

　

奈
良
時
代
の
人
々
は
、
こ
の
小

麦
を
巻
向
川
の
流
れ
を
利
用
し
た

水
車
で
製
粉
し
て
小
麦
粉
に
し
、

縄
の
よ
う
な
細
い
ひ
も
状
に
形
づ

く
り
、
氏
神
で
あ
る
大
神
神
社
に

奉
納
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
そ
う
め

ん
作
り
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
江
戸
時
代
、
三
輪
地
方
は

門
前
町
と
し
て
に
ぎ
わ
い
、
訪
れ

た
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
、
そ
の
製

法
が
各
地
に
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

良
質
な
水
と
小
麦
粉
、
そ
し

て
、
そ
う
め
ん
を
理
想
的
に
干
し

　

三
輪
山
か
ら
吹
き
下
ろ
す
風
が

冷
た
く
な
っ
て
く
る
と
、
奈
良
県

三
輪
地
方
で
は
毎
年
手
延
べ
そ
う

め
ん
作
り
が
始
ま
り
ま
す
。

　

三
輪
山
麓
か
ら
湧
き
出
て
一
帯

を
潤
す
水
は
、
少
量
の
ラ
ジ
ウ
ム

や
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
な
ど
豊
富
な
ミ

ネ
ラ
ル
を
含
ん
で
お
り
、
か
つ
て

は
不
老
長
寿
の
霊
水
と
信
じ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
三
輪
山
の
南

北
か
ら
流
れ
出
る
巻
向
川
と
初
瀬

川
に
囲
ま
れ
た
山
麓
一
帯
は
、
瑞み

ず

垣が
き

郷ご
う

と
呼
ば
れ
る
地
味
豊
か
な
農

水
と
地
味
、
気
候
が
そ
ろ
う

そ
う
め
ん
作
り
の
適
地

三
輪
の
風
土
と
水
に
育
ま
れ

受
け
継
が
れ
る
手
延
べ
製
法

三
輪
そ
う
め
ん

上
げ
る
寒
冷
な
冬
の
気
候
と
条
件

が
そ
ろ
っ
た
三
輪
地
方
は
昔
か
ら

そ
う
め
ん
作
り
に
適
し
た
地
だ
っ

た
の
で
す
。

　

そ
う
め
ん
の
原
料
は
、小
麦
粉
、

塩
、水
、そ
し
て
油
。手
延
べ
そ
う
め

ん
作
り
は
、塩
と
水
を
配
合
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。塩
水
と
小
麦

粉
を
こ
ね
合
わ
せ
、大
き
な
の
し
餅

状
に
の
ば
し
た
生
地
に
、
渦
巻
状

の
切
れ
目
を
入
れ
ま
す
。
帯
状
に

な
っ
た
生
地
を
太
い
ひ
も
状
に
の

ば
し
な
が
ら
、
乾
燥
を
防
ぐ
た
め

表
面
に
綿
実
油
を
塗
布
。
そ
の
後

熟
成
を
重
ね
な
が
ら
2
日
か
け
て

1
㎜
以
下
の
細
さ
に
ま
で
の
ば
し

て
い
き
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
工
程
の

中
に
三
輪
独
自
の
伝
統
技
法
が
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

原
料
と
し
て
、
ま
た
か
つ
て
は

小
麦
を
挽
く
水
力
と
し
て
、
そ
う

め
ん
作
り
に
必
要
不
可
欠
な
水
。

三
輪
の
風
土
に
育
ま
れ
た
水
の
恩

恵
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た

手
延
べ
そ
う
め
ん
は
時
代
が
変

わ
っ
て
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。

（
撮
影
協
力
／
株
式
会
社 

三
輪
そ
う
め
ん
山
本
）

良
質
の
自
然
の
原
料
を

伝
統
の
技
術
で
仕
上
げ
る 流域…南丹市・亀岡市・京都市・向日市・長岡京市・大山崎町など

水源地…京都・滋賀・福井の県境三国山（標高959m）
流域面積…1100㎢（山地858㎢、平地242㎢）  
流路延長…本川108.8km、支川442.4km

桂川、こんな川

Vol.2  桂川
　

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
も
生
息
す
る
清
流
、
桂
川
の
上
流
域
は
ア
ユ
や
ウ
グ
イ
な
ど
の
釣

り
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
源
の
丹
波
山
地
か
ら
京
都
市
の
京
北
地
域
、
亀
岡
盆
地

へ
と
流
れ
、
山
と
の
調
和
が
美
し
い
観
光
名
所
の
保
津
峡
、
嵐
山
へ
と
注
ぎ
ま
す
。

　

流
路
が
1
0
0
㎞
以
上
も
あ
る
桂
川
は
、地
域
に
よ
っ
て「
大
堰
川
」「
保
津
川
」「
梅
津
川
」

な
ど
の
呼
称
で
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
渡
月
橋
を
過
ぎ
る
と
、
流
れ
は
南
へ
と
大
き
く
向

き
を
変
え
、
大
山
崎
町
で
宇
治
川
、
木
津
川
と
合
流
し
て
淀
川
に
な
り
ま
す
。

山間、中州は自然の宝庫
耳をすませば野鳥のさえずり

【嵐山東公園】
京都市西京区嵐山東海道町

中ノ島公園から松尾橋へ南北にのびる憩いス
ポット。マツ、サクラ、カエデが四季折々の表
情をみせ、木陰には水路や池も。川土手に上
がると中州を往来する野鳥の姿がみられる。

【桂大橋】 京都市西京区桂浅原町

かつて木材の集荷地としてにぎわった桂。橋の
たもとの常夜燈（1846年建立）は、この地に港
があった時代をしのばせる。みごとな庭園で知ら
れる桂離宮（参拝は要予約）もすぐ近く。

【
保
津
峡
】 

亀
岡
市
〜
京
都
市
右
京
区
嵐
山

夏
目
漱
石
の「
虞
美
人
草
」を
は
じ
め
数
々
の
文
学
作
品
に
登
場
す
る
景

勝
地
。
ト
ロ
ッ
コ
列
車
、
保
津
川
下
り
に
多
く
の
観
光
客
が
集
ま
る
。

【日吉ダム】
南丹市日吉町中神子ヶ谷

映像でダムを紹介するビジター
センターや内部を見学できるイ
ンフォギャラリーを一般開放。
近隣には温浴施設もある。

【桂川サイクリングロード】
  嵐山東公園〜八幡市木津町

桂川・木津川沿いに約45km 続く
自転車と歩行者専用道路。にぎわい
の嵐山と対照的な静かな自然環境、
下流域も散策の魅力いっぱい。

【ウッディー京北】
京都市右京区京北周山町上寺田

木材のまち・京北の産品を展示
販売。喫茶コーナーや、地元産
の京野菜が買えるコーナーも。
今春から道の駅に登録。

11〜3月の寒冷期、早朝から始められるそうめん作り。各工程で熟成を重ねなが
ら生地がゆっくりとのばされていく。①塩と水を配合する「なかだて」。塩の量はそ
の日と翌日の温度・湿度によって決まる②細くした麺を二本の管に八の字にかけ
ていく「かけば」を行い、数時間熟成させる③「こびき」で約50㎝までのばし、翌
日までじっくり熟成させる④機にかけ、そうめんの細さまで引きのばして干す「かど
ぼし」。以前は天日干しだったが近年ではほとんど室内で乾かされる

① ②

③ ④
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琵
琶
湖
の
風
景
に
欠
か
せ
な
い
ヨ
シ
原
。

か
つ
て
ヨ
シ
は
人
々
の
暮
ら
し
に
身
近
な
存
在
で
し
た
。

戦
後
、
ヨ
シ
の
需
要
が
激
減
し
、
ヨ
シ
原
が
荒
れ
て
い
く
な
か
、

琵
琶
湖
環
境
に
寄
与
す
る
ヨ
シ
の
機
能
が
見
直
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

守
り
、育
て
、活
用
し
て

琵
琶
湖
の
ヨ
シ
原
を
残
す
。

琵
琶
湖
の
ヨ
シ

　

ヨ
シ
は
イ
ネ
科
ヨ
シ
属
の
多
年
生

草
本
で
、日
本
各
地
の
湖
沼
、河
川
な

ど
水
辺
に
生
え
大
群
落
を
形
成
し
ま

す
。ヨ
シ
が
茂
る
風
景
は
、
か
つ
て
日

本
の
至
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
、
古
く

か
ら
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ヨ
シ
原
が
広
が
る
近
江
八
幡
市
円

山
町
の
西
の
湖
水
郷
地
帯
に
、
江
戸

時
代
か
ら
ヨ
シ
の
卸
業
を
営
む
西
川

嘉
右
衛
門
商
店
が
あ
り
ま
す
。「
以

前
は
円
山
町
の
農
家
の
ほ
と
ん
ど
が

農
閑
期
に
ヨ
シ
生
産
を
生
業
に
し
て

い
ま
し
た
。
ヨ
シ
は
お
米
よ
り
も
高

値
で
取
引
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
よ
」
と

語
る
17
代
目
西
川
嘉
廣
さ
ん
。
ヨ
シ

は
よ
し
ず
や
屋
根
、
家
具
な
ど
に
、ま

た
旺
盛
な
生
命
力
と
浄
化
作
用
か
ら

破
魔
矢
な
ど
神
事
に
用
い
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
人
々
に
と
っ
て
、ヨ
シ
は
身

近
な
存
在
で
あ
り
、
暮
ら
し
に
深
く

関
わ
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

春
に
芽
吹
き
、夏
ま
で
に
4
m
近
く

も
伸
び
る
ヨ
シ
を
、冬
に
刈
り
取
り
、

早
春
に
ヨ
シ
焼
き
を
行
う
。こ
の
サ
イ

ク
ル
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で
ヨ
シ
原

は
良
い
状
態
に
保
た
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
戦
中
・
戦
後
の
食
糧
増

産
の
た
め
の
埋
め
立
て
や
干
拓
、
開

発
に
よ
っ
て
ヨ
シ
原
は
激
減
。
ま
た

生
活
ス
タ
イ
ル
の
洋
式
化
や
安
価
な

中
国
産
ヨ
シ
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、ヨ
シ
業
も
急
速

に
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。ヨ
シ
原
の

放
置
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
中
、
近

年
ヨ
シ
が
持
つ
機
能
的
な
重
要
性
が

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ヨ
シ
に
は
、
水
中
の
窒
素
や
リ
ン

を
養
分
と
し
て
吸
収
す
る
作
用
、
水

中
茎
に
付
着
す
る
微
生
物
に
よ
る
有

機
物
の
分
解
作
用
な
ど
の
水
質
浄

化
機
能
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
ヨ
シ
の

密
生
す
る
場
所
は
鳥
類
や
魚
類
な

ど
多
様
な
生
物
の
産
卵
場
所
や
隠

れ
場
所
に
な
り
、
生
態
系
保
全
の
面

で
も
重
要
で
す
。
そ
の
ほ
か
湖
岸
の

浸
食
防
止
な
ど
様
々
な
機
能
が
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ヨ
シ
群
落

の
保
全
や
面
積
拡
大
に
向
け
た
動

き
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

大
津
市
で
は
、
1
9
9
0
年
か
ら

市
主
催
の
市
民
ヨ
シ
刈
り
が
始
ま

り
、
現
在
で
は
地
元
自
治
会
の
他
、

家
族
、
小
中
学
校
、
企
業
単
位
で
応

募
さ
れ
た
た
く
さ
ん
の
方
々
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ヨ
シ
刈
り
に
毎
年
参
加
す
る
市

民
団
体
「
ヨ
シ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で

は
、ヨ
シ
工
作
教
室
や
ヨ
シ
笛
の
演
奏

会
を
行
い
、
参
加
さ
れ
た
人
た
ち
に

楽
し
み
な
が
ら
ヨ
シ
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

「
滋
賀
に
住
む
人
は
、
多
か
れ
少
な

か
れ
琵
琶
湖
に
特
別
な
想
い
を
抱
い

て
い
ま
す
。
少
し
で
も
子
ど
も
た
ち

が
ヨ
シ
、
琵
琶
湖
の
環
境
に
関
心
を

持
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
事
務
局
長
の

鳥
飼
和
夫
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

滋
賀
県
で
は
1
9
9
2
年
に
「
滋

賀
県
琵
琶
湖
の
ヨ
シ
群
落
の
保
全
に

関
す
る
条
例
」
を
制
定
。ヨ
シ
を
「
守

り
、
育
て
、
活
用
す
る
」
を
3
本
柱
に

す
る
中
で
、一
番
課
題
と
な
っ
て
い
る

の
が
「
活
用
す
る
」
。ヨ
シ
の
大
量
需

要
に
つ
な
が
る
新
規
活
用
法
が
必
要

と
さ
れ
企
業
や
大
学
等
で
も
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

安
土
町
商
工
会
「
よ
し
き
り
の

会
」
で
は
、「
ヨ
シ
原
が
広
が
る
西

の
湖
の
景
観
を
守
り
な
が
ら
、
町
お

こ
し
」
を
目
指
し
、
水
郷
地
帯
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
ヨ
シ
ち
ま
き
を
は
じ

め
、
刈
り
取
っ
た
ヨ
シ
の
若
葉
を
粉

末
に
し
て
練
り
込
ん
だ
特
産
品
を

次
々
に
開
発
。
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
品
や

安
土
町
内
で
販
売
も
さ
れ
、
消
費
者

の
反
応
は
好
評
で
す
。

　

琵
琶
湖
の
ヨ
シ
原
を
後
世
に
受
け

継
い
で
い
く
た
め
に
、
行
政
、
事
業

者
、
県
民
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、

ヨ
シ
保
全
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

西の湖のヨシ原

ヨ
シ
の
多
面
的
機
能
が

琵
琶
湖
の
環
境
を
守
る

ヨ
シ
群
落
の
保
全
の
た
め
に

「
活
用
す
る
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

寒空のなか、子どもから大人までボランティアが集ま
り手作業で行われるヨシ刈り（撮影場所は西の湖）

西川嘉廣さんが 2001 年に土蔵を改修してヨシ博
物館を開館。「ヨシの文化」をテーマに文献資料や
物品を展示している（撮影時は近江八幡市立資料
館にて展示中）

「よしきりの会」が開発したヨシジェラート、ヨシ茶な
ど様々なヨシ製品。ヨシにはビタミンCが豊富



BYQネットワークの集い 2010 プログラム

時　間 内　　　　　　　　　容

開会あいさつ　事務局長　西村 安裕13:00〜13:05

事務局からの報告　研究所次長　久納 誠
◆BYQの今後の事業展開について
◆今後のWAQU2調査隊の活動について
（質疑・意見交換等）

13:05〜13:40

キャッチフレーズ最優秀、優秀賞入選者表彰式
ＢＹスタンプラリー表彰式

13:40〜13:55

休憩13:55〜14:05

【講演】講演者：自然史博物館学芸員（理学博士）　中条 武司氏
｢市民と行う自然環境調査：自然史博物館での淀川・大和川プロジェクトY｣
◆自然史博物館での淀川および大和川での自然環境調査「プロジェクトY」
　について
◆淀川･大和川での水質や生き物調査の概要
◆市民調査の意義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

14:05〜14:55

閉会・閉会あいさつ　事務局長　西村 安裕14:55〜15:00

特 集

��

◆事務局から今後の事業展開について◆
　西村事務局長の開会挨拶の後、久納研究所次長から｢BYQの今後の事業展開について｣と
題して、BYQ発足から15年を経て琵琶湖･淀川流域の水質の課題が変わってきたことから、
平成22年度からのBYQの事業展開も変えていくことを説明しました。
　自主研究は、「遊び泳げる河川」を目指しての課題を中心に進めることや、かわら版の発
行の効率化を図ること、河川愛護助成は一時中断することについても説明を行いました。

「
B
Y
Q
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
集
い
2
0
1
0
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

平
成
22
年
2
月
6
日(

土)

、「
B
Y
Q
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
集
い
２
０
１
０
」
を
大

阪
市
立
自
然
史
博
物
館
1
階
講
堂
に
お
い
て
下
記
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
催
し
ま
し

た
。
Wわ

く
わ
く

A
Q
U
調
査
隊
や
B
Y
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
協
賛
団
体
の
方
々
な
ど
、
約
90

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

久納次長より事務局からの今後の事業展開について 西村事務局長の開会挨拶

平成22年度からのBYQの自主事業フレーム（検討案） 平成22年度からのBYQの自主事業フレーム（検討案）

BYQの発足時から今後にかけての目標推移イメージ 今後20年間の目標をいかに設定するか！（検討案）

BYQ の今後の事業展開について  （当日資料抜粋）

注）本イメージ図は、大きな流れを示したものであり小さな流れは割愛している

２



��

　これらの説明に対し、会場から「追加された項目は理解できるが、統一された基準が必要
ではないか」、「同じ河川でも少し場所が異なると大きく状況が異なるのではないか」、「泡
が出ているところは、水質はどうなのか」、「調査場所には川原がないが、どう調査するの
か」、などの質問が出されました。

　「市民と行う自然環境調査：自然史博物館での淀川・大和川プロジェクトY｣についてご講演をいただ
きました。博物館の展示紹介、大和川プロジェクトＹでは、生物の生息分布や水質、特に人間活動と塩
化物イオンの関係、淀川プロジェクトYを今年8月に報告することなど貴重なお話をいただきました。

◆講演：大阪市立自然史博物館　中条学芸員◆

講演風景

講演者：中条学芸員

　続いて「今後のWAQU2調査隊の活動について」説明を行いました。まず、従来の水質調査項
目（パックテスト）5項目のうち亜硝酸態窒素を取りやめ、4項目（COD、アンモニア態窒素、硝酸
態窒素、リン酸態リン）とし、にごりと臭いの調査を追加することを説明しました。また、目視によ
る調査項目として、川原の状態、川底の状態や水深などの項目や、将来的に生物調査を加えるこ
とを説明しました。

入賞者のみなさん

◆キャッチフレーズ表彰式◆

　今後、新たな事業展開を行うにあたり、水質保全
のテーマとして「遊んだり、泳いだりするのに適した
川や湖にする」という目標を流域のみなさまと共有
しながら、琵琶湖･淀川流域の水質保全活動を協働し
て展開できるような、『だれもが理解し、親しみのも
てるキャッチフレーズ』を募集したところ141通のご
応募をいただきました。
　その中から「飲める水　遊べる水辺　次世代に」
が最優秀賞に、優秀賞3作品が選考委員会にて選定
されました。表彰
式では、西村事
務局長から出席
いただいた福岡
さん、泉さん、牧
野さんに賞状お
よび副賞の授与
を行いました。

BYQキャッチフレーズ入選作品

●優秀賞
「いのちの水、おいしく飲んで、きれいに使って、
たのしく遊ぼう！」

泉 伸司さん　大阪府豊中市

●優秀賞
「川や湖、みんなの生命（いのち）。きれいな水
で未来へつなごう！！」

桑村 善彦さん　大阪府交野市

●優秀賞
「水辺でキラリ！　はじける笑顔に　はしゃぐ声」

牧野 千春さん　兵庫県尼崎市

●最優秀賞
「飲める水　遊べる水辺　次世代に」

福岡 亜紀さん　和歌山県和歌山市

遊び泳げる川への取組方法の案 あたらしい調査票の記入方法

今後の WAQU2 調査隊について  （当日資料抜粋）

　今年度BYスタンプラリーの全てのチャレンジ（初
級、中級、上級、チャレンジ4〜7）を達成された方々
に、西村事務局長から賞状および副賞の授与を行い
ました。今回表彰されたご家族は、今年度2回、全て
のチャレンジを達成されています。

◆BYスタンプラリー表彰式◆
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西
中
島
南
方
駅

南方駅

新大阪

崇
禅
寺
駅

柴
島
駅

J
R
京
都
線

地
下
鉄
御
堂
筋
線

阪
急
千
里
線

阪
急
京
都
線

西中島1丁目 長柄橋
北詰

西中島地区
野球場

淀
川
大
堰

天
神
橋
筋

柴島浄水場

淀川通

淀川河川公園
新
御
堂
筋 長

柄
橋

水道記念館

淀
川

423

16

柴島浄水場に隣接し、かつて大阪市水道の主力ポンプ
場として活躍した「旧第1配水ポンプ場」を保存活用
して1995 年に開館した水道記念館。赤レンガと御影
石のノスタルジックな建物は国の有形文化財として指
定登録されています。

「水道記念館」第2回

 【ご案内】
●開館時間：9:30〜16:30（入館は16:00まで）
●休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始（12月28日〜1月4日）
●入館料：無料　
●住　所：〒533-0024　大阪市東淀川区柴島1-3-1
●電　話：06-6324-3191　●FAX：06-6324-3114
●交　通：地下鉄「西中島南方駅」より徒歩約15分／阪急「南方

駅」より徒歩約15分／阪急「崇禅寺駅」より徒歩約20
分／阪急「柴島駅」より徒歩約15分／市バス「長柄橋北
詰」下車徒歩約10分、「西中島1丁目」下車徒歩約7分／
無料駐車場有（25台）

季節ご
とに

イベン
トも

開催し
ていま

す。

お気軽
に足を

運んで
くださ

い

水道記念館
横山達也さん

水道記念館の“バックヤード”。水道記念館全体で
は、琵琶湖・淀川水系の淡水魚や貝類、水草など
１９７種、１３,４９９個体（平成２２年３月現在）を飼育
研究しています。来館者の見学も可能です。

琵琶湖・淀川水系に生息する１０７種、約４,５００尾の淡水魚を
展示。水槽が並ぶフロアは、さながらミニ水族館のよう。水のト
ンネルではまるで淀川に潜ったような気分が味わえます。

琵琶湖・淀川水系の自然と魚たち

水族館の“裏側”も開
放しています。こちら
にも気軽に立ち寄っ
てくださいね！

淡水魚飼育研究棟

天然記念物のイタセン
パラやアユモドキなど、
他の水族館ではなかな
か見ることができない
魚もいますよ。

浄水場の仕組みや水道管の模型、江戸時代を模したジオラマなどで大
阪市の水道の歴史や暮らしとのかかわりについてわかりやすく学べます。

水道の歴史とくらし

イタセンパラ

■■■■■■■■■

水道管水圧体験

ポンプの操作をしてみた
り、「オゾンレンジャー」や
「活性炭惑星たんけん」な
ど、体験できる展示物が
お子さんに人気です。

オゾンレンジャー 左：活性炭惑星たんけん、右：配水ゲーム

上：江戸時代の
くらしと水。左：
地下の水の道

豊
か
な
自
然
を
次
代
に
つ
な
ぐ

“
現
場
主
義
”モ
ッ
ト
ー
に
地
域
の
自
然
環
境
を
守
る

白
川
源
流
と
疏
水
を
美
し
く
す
る
会

●
Ｂ
Ｙ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
・
協
賛
グ
ル
ー
プ
紹
介

BY スタンプラリーとは、水質改善活動に取り
組んでいる協賛グループの活動に参加してスタ
ンプを集め、記念品をもらう新しいタイプのス
タンプラリーです。これまで 2,635 人の方がご
応募くださいました。また協賛グループは、58
の市民団体と 20 の水関連施設で構成されて
います。（平成 22 年 2 月末現在）

■
今
回
は
会
長
の
村む

ら

松ま
つ

光み
つ

男お

さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
「
白
川
源
流
と
疏
水
を
美
し
く

す
る
会
」
が
発
足
し
た
の
は
昭
和
58

年
12
月
の
こ
と
。昭
和
30
年
か
ら
40

年
代
に
か
け
て
進
ん
だ
高
度
成
長

の
影
響
を
受
け
て
い
た
身
近
な
自

然
環
境
を
、地
域
に
暮
ら
す
人
た
ち

で
守
ろ
う
と
い
う
思
い
か
ら
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
同
好
会
的
な
メ
ン
バ
ー

の
集
ま
り
だ
っ
た
た
め
、
活
動
に

対
す
る
考
え
方
に
も
温
度
差
が
あ

り
、“
年
間
の
活
動
”
と
い
う
も
の

が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
し
た
。
そ

こ
で
、平
成
12
年
に
北
白
川
学
区
全

38
町
か
ら
委
員
を
選
出
し
、
本
部

役
員
含
め
て
総
勢
58
人
で
年
間
を

通
し
て
組
織
的
に
活
動
で
き
る
体

制
を
整
え
ま
し
た
。

　

現
在
は
北
白
川
学
区
を
流
れ
る

琵
琶
湖
疏
水
の
第
一
疏
水
分
線
と
白

川
上
流
域
の
一
部
を
活
動
の
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
、
年
4
回
の
住
民
一
斉

清
掃
や
週
に
2
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
ま
と
め
た
会
報
「
水
と
緑

の
北
白
川
」
も
学
区
内
の
各
戸
に
配

布
さ
れ
て
い
ま
す
。「
組
織
と
し
て

活
動
す
る
以
上
、私
た
ち
が
何
を
し

て
い
る
か
を
地
域
の
人
へ
情
報
発
信

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。こ
う

し
た
き
め
細
か
い
情
報
発
信
に
よ

り
、
清
掃
に
参
加
す
る
人
が
増
え
、

環
境
整
備
に
対
す
る
前
向
き
な
意

見
も
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」
と
、
そ
の
成
果
に
目
を
細

め
ま
す
。

　

清
掃
活
動
の
他
に
は
小
学
生
を

対
象
と
し
た「
身
近
な
川
の
生
物
調

査
」も
平
成
15
年
か
ら
始
め
て
い
ま

す
。生
き
物
観
察
を
は
じ
め
、水
質

調
査
や
川
の
清
掃
な
ど
、川
や
水
の

大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
学
校
か

ら
の
開
催
依
頼
も
多
い
と
か
。「
参

加
す
る
ま
で
生
き
物
ひ
と
つ
触
れ
な

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
で
も
、一
度
川
に

入
っ
て
生
き
物
に
触
れ
れ
ば
、忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
る
。そ
れ
が

自
然
に
対
す
る
思
い
に
つ
な
が
る
ん

で
す
。そ
れ
は
大
き
い
で
す
よ
」。

　

平
成
21
年
秋
に
は
、
会
の
優
れ

た
社
会
奉
仕
活
動
が
評
価
さ
れ
、

緑
綬
褒
章
も
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
ま
だ
ま
だ
や
り
た
い
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
、
人
員
的
に

無
理
な
部
分
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
活
動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
よ

り
も
、“
現
場
主
義
”
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
従
来
の
活
動
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
に
力
を
注
ぎ
た
い
」
と
力
強

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

白川源流と疏水を美しくする会
村松光男さん

①「身近な川の生物調
査」参加の子どもたち
②学区民あげて「琵琶
湖疏水第一分線」の一
斉清掃　
③白川上流で生きもの
調べ
④会報「水と緑の北白
川」だより ①

②③

④


